
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（3学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組 美術選択者

教科担当者：（　1-８組美術選択者　甲斐）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

題材のポイント、主文、作品解説、学びの目標
を(共通事項)(知識)への意識を施し、学習を通
して造形的な見方・考え方を深められる。

分野ごとにオリエンテーションや美術に関する
資料、作者についての調べ学習を設定して、分
野ごとの表現と鑑賞どちらともに共通する見方
考え方を深められる。

高校生の美術Ⅱ　日本文教出版

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

4

○ ○〇

【学びに向かう力、人間性等】

生徒に生涯にわたって美術を愛好し、美術を通
して人と人、人と社会がつながっていることが
実感できるようにし、学習に主体的に取り組め
るようにする。

配
当
時
数

評価規準 知

制作方法を踏まえ、意図に応じて材料や用具を工夫して生かし手順や技法を吟味し、創造的に表現する。

作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方を発展的に捉え見方や感じ方を深める。

生活環境から生活を心豊かに演出する表現の創造活動について発展的に取り組もうとする。

美術Ⅱ

思 態

12

A 単元　絵画
【知識及び技能】
風景画の制作をを通して空間把握
力や空気感等技術力を挙げるよう
にする
【思考力、判断力、表現力等】
自分の色を発見し、抽象的な表現
ができるようにする
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞や合評を通して他者の良さや
表現の違いに気づく

・指導事項
実地でのスケッチから、構図やモ
チーフを吟味して抽象表現に向か
うようにする
・教材
風景
・一人１台端末の活用で見本を見
せる

〇 〇

【知識・技能】
ポスターを美しく仕上げることができる
【思考・判断・表現】
資格伝達の機能について考えデザイン化す
ることができている
【主体的に学習に取り組む態度】
調べ学習やグループでの話し合いの中で主
体的に活動することができている

○ 13

【知識・技能】
　構図や遠近法を踏まえた上で創造的に政
策ができている
【思考・判断・表現】
形や色彩、質感の効果を考えながら工程を
考えながら美しく表現しようとしている
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○○ 〇 〇 ○

○ ○

〇 〇 〇 ○ ○ ○

7

〇

【知識・技能】
興味をもった文化財について深め、文章や
イメージスケッチに表現することができ
る。
【思考・判断・表現】
広げた知識を美しくレイアウトしたりイ
メージスケッチで表現して相手に伝えられ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
文化財について主体的に学び地域や東京都
の美術に愛着を持ち生涯にわたって美術を
愛好できる。

B単元　自由制作①
【知識及び技能】
自分でデザインや想像を生成して
表現することができる
【思考力、判断力、表現力等】
自分のアイデアを過程や技量を吟
味して表現できるように設定でき
るようになる
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を取り入れ主体的にデ
ザインに取り入れている

合
計

70

【知識・技能】
材料の性質や技法を活用しよく理解したう
えで自由に自分の意図に合わせた創作する
ことができる
【思考・判断・表現】
立体作品なら質量や量感、平面なら作風に
を十分に考慮しながら表現活動ができてい
る。自由制作の工程の中で効率的なやり方
の判断や美しく仕上げるために思考するこ
とができる
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の作品を自身で調べるとともに、技法
の表現の特異性やおもしろさを発見するこ
とができる

○ ○ ○

34

・指導事項
自由制作であること、提出期限の
あることを加味して制作をするよ
うに注意する
・教材
個人で用意する
・一人１台端末の活用
参考作品の提示

〇 〇

C単元　鑑賞
【知識及び技能】
鑑賞を通して文化財について知識
を広げ、その重要性について意識
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文化財について調べたものを分か
りやすく相手に伝えるとともに美
しくレイアウトするなど工夫を
もってプレゼンテーションする。
【学びに向かう力、人間性等】
文化財について主体的に学び地域
や東京都の美術に愛着を持ち生涯
にわたって美術を愛好する心を育
む。

・指導事項
地域や東京都の文化財や美的財産
に興味をもって調べたりスケッチ
したりする
・教材
画用紙
・一人１台端末の活用
参考作品の提示

〇 〇 〇

２
学
期

3
学
期

美術Ⅱ芸術

B単元　自由制作②
【知識及び技能】
自由制作を通して自身の考えやア
イデアを表現することができる
【思考力、判断力、表現力等】
自分の表現を他者に対して表出で
きるように、他者の思いや気持ち
を汲みながら思考し作品に投影で
きる
【学びに向かう力、人間性等】
自由制作に主体的に取り組み仕上
げるとともに他者の工夫している
点を見つけ鑑賞につなげる

・指導事項
C単元で構想した制作の本制作を
行う
・教材
個人で用意する
・一人１台端末の活用
参考作品の提示

〇 〇 〇

〇

【知識・技能】
技法を活用しよく理解したうえで破綻なく
創作することができる
【思考・判断・表現】
作品の質量や量感を十分に考慮しながら表
現活動ができている。工程の中で効率的な
やり方の判断や美しく仕上げるために思考
することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な作家の作品を参照しながら自身で調
べるとともに、技法の表現の特異性やおも
しろさを発見することができる

○

A 単元　絵画
【知識及び技能】
油彩制作を通して構図や遠近感等
技術力を挙げるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
与えられたモチーフをよく観察し
より写実的に創作できるようにす
る
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞や合評を通して他者の良さや
表現の違いに気づく

・指導事項
人物デッサンからグリザイユ、油
彩での着彩について体系的に制作
過程を知る
・教材
人物
・一人１台端末の活用で見本を見
せる


